
会 議 記 録

No. 
種類

会議 平成２７年１２月 ５日
証 印 出席者 委員長・地区民生委員会長・地区老人クラブ会長・

家族代表委員・家族代表委員・東部相談センター所長・本

部長・夏目・牧野・豊田・玉川

作 成

夏目

1.議題  平成２７年度  第 ５ 回  みその運営推進会議（小規模特養）

午後４時００分 開会

2,内 容 

 委員長あいさつの後、協議事項に入り、小規模特養について、豊田より説明が

なされる。 

１、（１）小規模特養の入居者の状況・活動等について詳しく説明。

○入居者の状況について

・入居者数２９名は、前回と変わりないこと。

・入居者の平均年齢は、88.1 歳で、要介護度も 3.62 から 3，65 に徐々に上がって

きていること。

・日常介護加算を取らせて頂くことになったこと。

○活動状況について

・１０月 ６日ギャラリー「炭焼」へ作品展を見に行ったこと。

・１０月１１日踊りのショーを見たこと。

・１０月２７日五平もちを炭火で焼いて食べたこと。

・１０月２８日マジックショーが実施されたこと。

・１０月２９日「和」ユニット全員で、新城「もっくる」へ行ったこと。

・１１月には、ドライブに行ったこと。またお菓子作り、大正琴のショーを

実施したこと。

･１１月県と市の監査を受けたこと。看取りの介護・身体介護について指導を頂い

たこと。

・みそのに来てから経口摂取が出来るようになった方がみえ、病院では、考え

られない程、元気になられたこと。

以上で小規模特養の説明を終え、３．外部評価機関「サークル・福寿草」様より

外部評価について、説明を受ける。

○外部評価について

・今年の４月からグループホームについては、外部評価機関が実施すること

になったこと。

・小規模の外部評価は、廃止になり運営推進協議会のサービス評価となった

こと。

・法人（美竹会）の方針に感心したこと。また、「認知症カフェ」にチャレン

ジし、とても細やかに対応し、介護計画もしっかりと立てていること。

・グループの見取り等、難しいところを努力してやっていること。

・「カフェ」等これからも進めて行って欲しいこと。

・避難訓練については、今後の取り組みとして連携してやってもらいたいこ

と。

 ＊小規模「サービス評価」のやり方について説明があり、岡田氏の説明は、

終わる。

続いて、質疑に入る。（外部評価で分からないところを質問）

  （福寿草様）前回というところは、今回が初めてなのでなくて結構です。

質問（地区老人クラブ会長）

  「相談しやすい場になってるか」という質問には、判断しかねるが。



  
質問（地区民生委員会長） 

地域にいろいろ関わっていきたいという方針なので。 
答え（相談センター所長） 
   地域の人からとても相談しやすい事業所になっている。東部相談 
   センターには、よく聞きに来るが、この辺では「みその」さんが 
   評判がいいように思っている。 
質問（委員長）災害のときは、食べ物はあるし、地元の人たちは頼りにしている。 

      答え（本部長） 
         いろいろ用意しているので、そのときはどうぞ。 
 
    以上で質問を終え、続いて高齢者相談センター所長笹谷氏からの連絡事項に移る。 
 
    相談センター所長から 
      ・認知症の施策のパンフレット・ガイドブック２枚のご案内について詳しく 

説明。 
      ・豊川市で４，０００部作ったこと。P21「ワンコインサービス・ 
       P22 認知症カフェのこと・Ｐ33 私の覚書」を見て欲しいとのこと。 
      ・初期相談のとき、参考にして欲しいとのこと。 
 
     以上でセンター所長からの連絡事項を終え、続いて質問に入るが、質問もなく 
     本日の運営推進会議は、次回平成 28 年 2 月 6 日（土）16:20 開催する旨、 

告げて終了となる。 
 

                  （午後 4 時１６分終了） 
 
 
 
                           以  上 



会 議 記 録 
                              No.              

種類 
 会議 平成２７年１２月 ５日 

証 印 
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1.議題  平成２7 年度   第 ５ 回  みその運営推進会議（グループ・小規模多機能） 
午後 4 時 16 分 開会 
 
  委員長によるあいさつの後、協議事項に入り、グループホームについて 
牧野より説明がなされる。  

 
2,内 容 

 
（２）グループホームの入居者の状況及び活動について牧野より詳しく報告。 

 
○入居者の状況について 
・入居者で胃ろうとなり、また「がん」も見つかって１０月３１日１人退去 
となったこと。      

     ・11 月 18 日、看取りで 94 歳の方が亡くなったこと。 
     ・11 月 28 日、介護度１の方が入所したこと。 
     ・10 月 2 日～10 月 31 日にかけて入院していた方は、小腸に穴が開いて治り 
     戻って来られたこと。 
     ・入居者の平均年齢は、82，7 歳から 82,４歳となったこと。 

・入居者は 18 名で内男性が６名で・女性が１２名となっていること。 
・介護度の平均は、3.0 から 2.9 となったこと。 
・介護の状態については、表により説明。 

 
    ○活動報告について 

・踊りのショーを実施したこと。 
・たこ焼きをやり、皆で楽しんで食べたこと。 
・ギャラリー「炭焼」へ作品展を見に行ったこと。 
・毎年恒例の運動会に参加したこと。 
・利用者さん達にとって外に行くことはとても気分がいいこと。 
・保育園の子どもが来てくれるととても喜ぶこと。 
・運動会ということで、玉入れ等の競技を室内でやったこと。 
・踊りとマジックショーの慰問があったこと。 
・日常生活については、資料の写真に基づき説明。 
 
○会議・研修について 
・１０月 ８日に「看取り介護」の研修を実施したこと。 

     ・他の会議及び研修については、資料に掲載のとおり。 
 
         以上で、グループの状況・報告等の説明を終え、続いて小規模多機能の説明に入る。 
    玉川より詳しく説明。 
 

 ○登録・利用状況について 
 ・介護度が少しずつ下がって来ていること。 
 ・入所定員が下がって来ていること。 

 ･小規模のＱ＆Ａを作り、ＰＲしたこと。 
 

 ○活動状況について 
・作品づくり、お菓子作りをやったこと。 
・11 月喫茶店へ外出をしたこと。 
・時々ゲームをしていること。 
・「みその作品展」に出掛けて来たこと。利用者さんが私もやってみたいと 
 言っていたこと。 

 ・日光浴をしながら喫茶店で外食をしたこと。 
 



 
 ＊日常の様子では 

・あやとりをしたこと。 
・ドライブで「もっくる」に行き、足浴して帰って来て、大変喜んでもらえたこと。 
・少しずつ対応し、連れて行ってあげたいと思っていること。 
・お菓子作りは、特に楽しそうにしていること。 
 
以上で小規模多機能の利用状況・報告の説明を終え、続いて質疑に入るが、質問もな 
く、続いて３．外部評価機関「サークル・福寿草」様より外部評価について説明 
を受ける。 
 
○外部評価について  

  ・今年の４月からグループホームについては、外部評価機関が実施すること 
   になったこと。 
  ・小規模の外部評価は、廃止になり運営推進協議会のサービス評価となった 

こと。 
  ・法人（美竹会）の方針に感心したこと。また、「認知症カフェ」にチャレン 

ジし、とても細やかに対応し、介護計画もしっかりと立てていること。 
        ・グループの見取り等、難しいところを努力してやっていること。 
        ・「カフェ」等これからも進めて行って欲しいこと。 
        ・避難訓練については、今後の取り組みとして連携してやってもらいたいこ 

と。 
 
        ＊小規模「サービス評価」のやり方について説明があり、「福寿草」様の説明は、 

終わる。 
 
 

     続いて、質疑に入る。（外部評価で分からないところを質問） 
       （福寿草様）前回というところは、今回が初めてなのでなくて結構です。 

質問（地区老人クラブ会長） 
  「相談しやすい場になってるか」という質問には、判断しかねるが。 

 
 質問（地区民生委員会長） 

地域にいろいろ関わっていきたいという方針なので。 
答え（相談センター所長） 
   地域の人からとても相談しやすい事業所になっている。東部相談 
   センターには、よく聞きに来るが、この辺では「みその」さんが 
   評判がいいように思っている。 
質問（委員長）災害のときは、食べ物はあるし、地元の人たちは頼りにし 

ている。 
     答え（本部長） 
         いろいろ用意しているので、そのときはどうぞ。 
 
    以上で質問を終え、続いて高齢者相談センター所長からの連絡事項に移る。 
 
    高齢者相談センター所長から 
      ・認知症の施策のパンフレット・ガイドブック２枚のご案内について詳しく 

説明。 
      ・豊川市で４，０００部作ったこと。P21「ワンコインサービス・ 
       P22 認知症カフェのこと・Ｐ33 私の覚書」を見て欲しいとのこと。 
      ・初期相談のとき、参考にして欲しいとのこと。 
 
     以上でセンター所長からの連絡事項を終え、続いて質問に入るが、質問もなく 
     本日の運営推進会議は、次回平成 28 年 2 月 6 日（土）16:00 開催する旨、 

告げて終了となる。 
 

                  （午後 5 時 06 分終了） 
 
                           以  上 

 


